
様々な活用方法に柔軟に対応できるタブレットPCの導入が
「わかった！できた！身についた！が実感できる授業づくり」に貢献

八戸市教育委員会 
総合教育センター
主任指導主事

石井  一二三 様

事例のポイント

課題背景

成　　果
• 小学校では、タブレットＰＣで理科の実験を撮影して発表資料に活かしたり、体育で自分たちの試技

を撮影して手本画像と比較するなど、伝える道具として映像を有効に活用。

• 中学校では、修学旅行で撮影した写真にコメントを書き加えてプレゼンテーション資料を作成したり、
社会の授業でインターネットを利用して必要な資料を収集したりするなど、わかりやすい資料作成に
活用。

• 学習活動の「考えの共有」「まとめや振り返り」の場面で写真や動画による視覚情報が児童生徒の理解
の一助となっており、教員の「わかった！できた！身についた！が実感できる授業づくり」につながっている。

• 今後タブレットPCを活用したプログラミング教育の実施を検討中。

• 新学習指導要領に示された「主体的・対話的で深い学び」の実現につながるICT環境整備の在り方
について検討。

• 授業内容によって変化するPCの活用方法に対応できる機器の種類、操作性、性能について検討。

• 学校種・学校規模に応じた機器の必要台数の算定および予算化。

• 小学校と中学校におけるPCの活用レベルの差、さらには教材などを用意する教員側の使いやすさを
考慮し、総合的な視点で汎用性を検討。

八戸市教育委員会 総合教育センター 様 
八戸市が策定した「八戸市教育振興基本計画」では「教
育の情報化事業」を重点施策の一つに掲げ、小･中学校
のICT環境の整備・充実を図り、ICTを活用した授業改
善、情報の共有、教職員の事務効率化等の取組を進めて
いる。2016年度には、教職員の多忙化解消と子どもに
向き合う時間の確保を目的に、校務支援システムを導
入・運用している。 
http://www.hachinohe.ed.jp/hens/ 

青森県八戸市には小学校43校、中学校24校の合計67校が設置されており、小・中合わせて17,179名
の児童生徒が学んでいます（2018年5月1日現在）。2015年度から、小･中学校へのタブレットPC導入
を計画的に進めており、小学校では2015年度に808台、2018年度に500台を導入。中学校では、
2016年度に4校へ40台ずつ計160台、2017年度には20校に10台ずつ計200台、2018年度にも同数
を導入しています。今後も2020年度の新学習指導要領完全実施に向け、タブレットPCの導入をはじめ
としたICT環境の整備を継続的に進めていきます。

教育の情報化を推進するための小・中学校のICT環境を整備

子どもたちも先生もICT機器を活用し
主体的かつ協働的な学びを実践

八戸市教育委員会 総合教育センター  様
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選択のポイント

今回タブレットPCを導入する上で、まず重視した
点は「軽さ」です。小学校低学年の児童でも理科
室や校庭といった教室以外の場所へ自分の手で
持ち運べる軽量性は選択の絶対条件でした。そし
て、「様々な使い方に対応できること」も大きな
ポイントでした。デジタル教材や資料の閲覧には
DVDなどの光学ドライブが必要な場合がありま

すし、ひらがなや漢字の書き取りなどを行うに
は、タッチペンでの入力が必要になります。また
プログラミングの授業にはキーボードやマウス
が必要です。さらに動画撮影などで活用するに
は、接続機器をスムーズに取り外せることも重要
です。このような用途によって求められる拡張
機器や入力操作の変化に対して、フレキシブルに

対応できるPCが必要だと考えていました。その
他にも校外学習などにも安心して使える耐久性
やメンテナンス性なども条件に加え、総合的に
検討した結果、NECのタブレットPC、VersaPro 
タイプVUを選定しました。

現場ニーズに応える「軽さ」「操作性」「運用性」を兼ね備えたタブレットPCを選定

■軽量・コンパクトなサイズながら、みんなで使う協働学習でも
利用できます。

■タブレットPCの学習成果を大型モニタに一覧表示。
　状況の確認と情報の共有を行います。

■デジタイザーペンは、筆圧感知＊に加えお手つき防止機能で
手書き入力も文字が書き込みやすくなっています。

営業担当：
(株)ビジネスサービス 八戸支店

主任  村上  隆之 氏

私共ビジネスサービスは、ICT機器の導入と活用を推進し、教育の情報化に少しでも貢献することが使命と考えています。ICTを
教育に活かすメリットとは、時間や場所を選ばず、どこにいても学習できる環境を創り出せること。そしてデジタル教材等の様々
なコンテンツが利用できることです。その利活用に適したツールの代表格であるタブレットPCと様々なICT機器の活用によって
効率的、創造的な新しい指導スタイルを可能にし、児童生徒の学びの幅を広げることができると思います。今後も弊社では現場
のニーズを真っ先にとらえ、安心して活用いただける学校ICTソリューションを提案してまいります。

八戸市教育委員会 総合教育センター様の要望に応えるため、慎重に機器を選定

教育現場の要望に応える NECの ICT機器

タイプVU
様々な授業に対応できる機能性を備えた10.1型軽量タブレットPC

児童でも扱いやすい軽量＆コンパクト設計

耐落下（76cm）＆面耐圧150kgfクラス＊1

バッテリ駆動 最大約13.4時間＊2

LTE選択可能

＊1：机の高さ76cmからの落下試験、天面全体への面加圧試験を実施。
　  装置の無破損・無故障を保証するものではありません。
＊2：バッテリ駆動時間は、JEITAバッテリ動作時間測定法（Ver.2.0）に
　  基づいて測定しためやす時間です。
＊3：最軽量時。キーボードは含みません。

●本カタログに記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
●このカタログの内容は改良のため予告なしに仕様・デザインを変更することがありますのでご了承ください。
●本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、関連する輸出管理法令等を
　ご確認の上、必要な手続きをお取りください。ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合
　には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。

Cat.No. APB657日本電気株式会社 〒108-8001　東京都港区芝五丁目7-1（NEC本社ビル）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

2019年3月現在

商品の最新情報を下記で提供しています。

NEC ビジネスPC情報発信サイト

https://jpn.nec.com/bpc/

お問い合わせ、ご用命は下記の販売店へ

このカタログは
FSC®（森林認証用紙）
および植物油インキを
使用しています。

＊：ソフトウェアが対応している必要があります。

質量
約653g＊3


